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３．事後評価結果 

 

〇評点 

 

  Ａ 期待通りの成果が得られている 

 

 

〇総合評価コメント 

 

 再生可能エネルギーが大量導入される様々な状況の下で、複雑な電力システムの挙動を理解・解析・最適化

するためには、電力システムの数理モデルが必要となる。本研究では、複雑ネットワーク動力学モデルを構築

し、その分散協調的ダイナミクスの理論的解明とネットワーク最適化を実現することを目指した。電力系統を

対象とし複雑ネットワークモデルとしての解析手法を確立した。更に、時系列予測手法を開発し、電力需要予

測に適用したことにより、電力需要に関しても時系列予測によって信頼区間付きの予測が可能であることが判

り、予測にある程度の不確実性が存在する状況下でも需要と供給がバランスするような火力発電の起動停止計

画問題を整数線形計画問題として定式化し解明したことは評価できる。また、結合振動子を用いたネットワー

ク構造との関係性の解析は重要なテーマであり、電力システムへの適用を超えた数理的な基礎理論の構築が望

まれる。今後も数理工学の強みを前面に打ち出し異分野の研究者と連携しながら研究を推進することを期待す

る。 

 


